
学術基盤部学術基盤推進課企画連携係

YUNOCAに登録できる学術研究成果にはどんなものがありますか？
学術雑誌論文、紀要論文、学位論文、テクニカルレポート、学会予稿集などです。図書館では特に本
学教員の最新の研究成果を網羅的に収集することを目指しています。執筆された論文の雑誌掲載が
決まったらすぐYUNOCAへ著者最終原稿をお送りください。

著作権について問題はないの？
論文の著作権が誰にあるのかで手続きが変わります。
　著者本人にある場合・・・著者の許諾により公開できます。共著者がいる場合は図書館へ
　　　　　　　　　　　 原稿を送る前に共著者の許諾をお取り下さい。
　著作権が出版社に譲渡されている場合・・・出版社への許諾確認は図書館で行います。

出版社の許諾が得られなかった論文はYUNOCAで公開できないの？
本文の公開はできませんが、書誌情報はYUNOCAで公開します。書誌情報のみでも、論文に関する
情報や関連情報へのリンクなどがありますので、研究成果の効果的な発信につながります。

博士論文を公開しないといけないの？
平成25年3月の学位規則改正により、平成25年4月1日から学位授与された博士論文はインターネ
ットにより公表することが義務づけられました。
　「論文の内容の要旨」・「論文の審査結果の要旨」・・・学位授与後3ヶ月以内
　「論文の全文」・・・学位授与後1年以内

」約要の文全「てえ代に」文全の文論士博「，は合場いなきで開公りよに」由事いな得をむや「、し但※
を公表することができます。
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ポストプリント

•••

•学術雑誌論文
•学位論文
•紀要論文
•会議発表資料
•図書
•報告書
•一般雑誌記事
•教材
•データセット
•ソフトウェア

など

“ ”

（著者最終原稿であれば、出版社に著作権を譲渡した場合でも、公開できる可能性が高くなります）

YUNOCAYUNOCA

登録画面 学内便

電子メール
送付先：　yunoca@yamaguchi-u.ac.jp

書誌事項の作成

タイトル 著者名

掲載誌情報 抄録、著者キーワード

電子ジャーナルへのリンクなど、論文の関連情報

 著者最終原稿の送付をお願いすることがあります

登録画面からの登録、学内便や電子メールでの送付登録画面からの登録、学内便や電子メールでの送付

データ補完および著作権状況の確認データ補完および著作権状況の確認

世界へ発信！世界へ発信！
世界中の人々が

対価なく享受できます
オープンアクセス!
オープンアクセス!

ポストプリント

YUNOCAに登録された学術研究成果はGoogleなどの検索エンジンやリポジトリを横断検索できるサイト
からも検索できるようになります。
可視性が高まることにより論文の被引用率のアップなどの効果が期待できます。




